






　本町の夏の風物詩である「水郷大江夏まつり」が、８月10日から16日まで開催されま
した。97年目を迎える今年も、朝市や魚つかみどり大会、駅前マルシェ、露店市などの
さまざまな催しが開かれ、大勢の人々でにぎわいました。
　８月15日の灯ろう流し花火大会は、町誕生60周年を祝う10号玉６連発の祝砲で開幕。
ミュージックスターマインや「町誕生60年物語」と題した連続花火などを含む約４千発
の花火が夜空に咲き乱れ、約10万人の来場者が夏の夜空で繰り広げられる光と音の華麗
なショーに見入っていました。

�€�Þ�z�Z
’�{

+�·�G�Ð�F�‡�m�“�y�n�–�O�v�`�V�P�G�q

�Ê�€
\����	*�å�G�æ�y
î�Æ�‚�š
��P�æ�è�”
　花火大会での種火に用いるため、朝日嶽神社で採火した「御
神火」を運ぶ「御神火リレー」が、約10年ぶりに復活。柳川か
ら花火大会会場まで約18.１kmのコースを、子どもから大人ま
で62人のランナーが御神火を引き継ぎなから駆け抜けました。

①８区行燈まつりビアガーデン
イベントの様子　②高校生ボラ
ンティアも参加した灯ろう流し
③魚つかみどり大会で生き生き
とした魚をゲット！　④中央通
り商店街を彩る青竹ちょうちん
⑤お祭り定番の屋台が並び、大勢
の人でにぎわう露店市　⑥「いい
もの発見！駅前マルシェ」では、
特別ゲストの「レディオ・サイ
エンス」が演奏を披露　⑦サマ
ー・コミュニケーション・フェス
でのキッズダンス「ＳＭＩＺＥ」
のパフォーマンス
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（写真）

指揮者　大泉　久俊（月　布）
１番員　阿部　達也（月　布）
２番員　宇津江由明（月　布）
３番員　大波　幸生（月　布）
補　欠　横山　智康（月　布）
補　欠　安藤　　均（楢　山）

指揮者　五十嵐　満（13　区）
１番員　佐藤　裕也（小漆川）
２番員　松田　哲郎（13　区）
３番員　鈴木　裕也（小漆川）
補　欠　鈴木　雅彦（小漆川）
補　欠　村上　一真（13　区）

▲優良賞・第４分団第２部

第
１
分
団
第
２
部

第
４
分
団
第
２
部

▲優良賞・第１分団第２部 出場者

　西村山地域１市４町の消防団の精鋭が集い、操
法技術の速さと正確さを競う西村山支部消防操法
大会が、８月４日に西川町の西川交流センターあ
いべで開かれました。本町からは、第１分団第２
部と第４分団第２部が小型ポンプの部に出場。大
会当日は朝から大変な猛暑となりましたが、選手
たちは洗練された動作で火点の標的を見事に倒し、
約２カ月間にわたる訓練の成果を見せました。

　町交通安全対策協議会による「ふるさと笑顔帰
省作戦」が、８月９日に実施されました。この取
り組みは、お盆に帰省する方へ安全運転を呼びか
けるもので、地域交通安全活動推進委員、交通安
全協会各支部、交通安全母の会、安全運転管理者
協議会などから約30人の方が参加しました。
　参加者は、国道287号線で人波看板やのぼり旗
を掲げたほか、道の駅おおえ、セブンイレブン藤
田店、テルメ柏陵健康温泉館でドライバーに注意
喚起チラシとお茶などを配布。猛暑の中でのぼん
やり・居眠り運転防止を笑顔で呼びかけました。

　第22回山形県ジュニア駅伝競走大会と第44回蔵
王坊平クロスカントリー大会が、８月４日に蔵王
坊平で開催されました。本町からは、男女各５人
の小中学生が大江町チームとしてジュニア駅伝に
参加し、クロスカントリーには男女合わせて８人
が出場しました。
　ジュニア駅伝は猛暑に見舞われる厳しいコンデ
ィションの中、大江中学校３年生の菊地道登さん
（梨木原）が、第１区で見事区間１位のタイムを
マーク。チームとしても、男女ともに力強い走り
で大健闘を見せました。

8/4

8/98/4

訓練の集大成を披露

お盆休みも安全運転を猛暑の中で熱いレースを展開！
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▲�誓いの言葉を述べる白田響さん

　共に学んだ仲間と一緒に成人の門出を祝う大江町成人式が、８月
14日にふれあい会館で開かれました。町内で今年度成人となったの
は、平成10年４月２日から平成11年４月１日までに生まれた95人
で、そのうち73人が成人式に出席しました。
　式辞の中で渡邉町長は、「30歳までに人生のめどが立つように、
周囲の意見を大切にしながら、健康に気をつけてがんばってくださ
い」と成人者にエール。成人者からは町へ記念品として図書一式が贈
られ、「20歳のつどい」実行委員長の遠藤由佳さん（藤田）から渡
邉町長に目録が手渡されました。そして「誓いの言葉」として、成人
者代表の白田響さん（諏訪原）が「令和元年、町誕生60周年という
記念の年を共に迎える仲間たちと、自立した社会人を目指し、世の中
に貢献していきたいです」と、力強く決意を述べました。
　式典終了後は、中央公民館へと会場を移して「20歳のつどい」が開か
れ、出席者は久しぶりに再会した同級生や恩師と旧交を温め合いました。

▲�町への記念品目録を読み上げる
遠藤由佳さん

　環境と健康に優しい暮らしを提案するマルシェ
「おおえのんびり市」が、９月１日にまちなか交
流館ＡＴＥＲＡで開催されました。このマルシェ
は、いずれも夫婦で農業を営む橋本彩子さん（伏
熊）と五十嵐華奈さん（富沢）により、日々の暮
らしを見つめ直し、のんびりと過ごす幸せを感じ
てもらおうと企画されたものです。
　会場内には、農薬を使わずに栽培された野菜を
はじめ、食品、小物、花、カフェなど暮らしに関
わる多彩なブースが出店。朝の開場直後から大勢
の方が列を作るにぎわいとなりました。

9/1

8/14

多忙な日々を忘れるひととき

記念すべき年に飛躍を誓う

皆さんの地域の情報をどしどしお寄せください。総務課情報システム係 ☎（ 6 2 ）２１８７
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躍
動
祭
の
大
江
中
学
校
、
行
進
の
姿
を
美
し
い
と

思
っ
た
。
全
員
が
心
を
一
つ
に
し
、
盛
り
上
げ
よ
う

と
す
る
気
迫
が
ビ
ン
ビ
ン
伝
わ
っ
て
、
紅
白
の
チ
ー

ム
が
作
っ
た
看
板
も
迫
力
満
点
だ
。
生
徒
諸
君
が
ま

と
め
た
「
深
め
よ
う
友
情
」
の
文
言
が
、
一
人
ひ
と

り
の
生
徒
の
表
情
と
動
作
に
ぴ
か
ぴ
か
輝
い
て
い

て
、
す
ご
い
運
動
会
だ
な
ー
、「
立
派
級
」
だ
、
と

何
故
か
誇
ら
し
さ
を
感
じ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　「
や
っ
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
頑
張
る
の
は
素
晴
ら
し
い
が
、

こ
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
し
ま
う
と
、
ど
う
も
「
俺
が
俺
が
」
が
強

く
表
に
出
て
き
て
少
々
気
ま
ず
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
だ
か

ら
「
や
ら
せ
て
も
ら
お
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
、
頭
の
隅
っ
こ
に
ち
ょ

こ
っ
と
置
い
て
深
呼
吸
、
皆
が
い
る
か
ら
、
皆
の
中
で
、「
Ａ
Ｌ
Ｌ
　

Ｆ
Ｏ
Ｒ
　
Ｏ
Ｎ
Ｅ
，
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ｆ
Ｏ
Ｒ
　
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
の
生
徒
会
目
標

を
実
行
し
て
み
た
ら
、
と
老
婆
心
丸
出
し
で
来
賓
祝
辞
と
し
て
申
し

上
げ
た
。

　
看
板
の
画
題
は
「
に
わ
と
り
」。
赤
い
鶏
冠
の
黒
い
鶏
が
紅
軍
で
、

白
い
鶏
が
白
軍
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
見
事
な
出
来
映
え
で
遠
目
で
も

イ
ン
パ
ク
ト
充
分
、
暑
い
中
懸
命
に
作
っ
た
の
だ
ろ
う
。
看
板
作
製

委
員
長
さ
ん
は
ど
ち
ら
に
、
と
尋
ね
た
ら
明
る
い
自
信
に
満
ち
た
笑

顔
で
皆
の
中
で
手
を
上
げ
て
く
れ
た
。
そ
の
時
、
と
っ
さ
に
思
っ
た
、

学
校
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
見
せ
し
た
い
、

何
と
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
生
徒
諸
君
の
前
で
、「
看
板
を

町
に
貸
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
、
テ
ル
メ
柏
陵
健
康
温
泉
館
や
柳
川

温
泉
、
ぷ
く
ら
す
、
ふ
れ
あ
い
会
館
な
ど
に
飾
ら
せ
て
い
た
だ
け
な

い
か
」
と
お
願
い
す
る
こ
と
と
あ
い
な
っ
た
。
伊
藤
若
冲
画
伯
を
知

っ
て
い
て
、
し
か
も
そ
の
絵
の
デ
フ
ォ
ル
メ
に
果
敢
に
挑
戦
し
た
生

徒
諸
君
が
大
江
町
に
は
い
る
、
う
れ
し
く
て
心
が
膨
ら
み
は
じ
け
た

末
の
お
願
い
の
言
葉
で
あ
っ
た
。
大
江
中
学
校
の
運
動
会
は
心
と
体

の
総
合
芸
術
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
、
と
言
え
ば
言
い
過
ぎ
で
あ

ろ
う
か
。

　
今
日
は
８
月
25
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
、
ゲ
ス
ト
の
坂
本
冬
美
さ

ん
の
歌
が
流
れ
て
い
る
、
室
内
の
気
温
26
度
、
猛
暑
も
峠
を
越
し
た
か
、

快
適
な
午
後
だ
。「
お
い
お
い
、
珍
し
い
こ
と
も
あ
る
も
ん
だ
、
日
中

に
コ
ラ
ム
書
く
と
は
」
と
、
誰
か
が
ど
っ
か
で
叫
ん
で
い
る
か
、
い

な
い
か
、
待
て
よ
、
早
朝
の
コ
ラ
ム
書
き
頭
と
日
中
の
頭
に
違
い
は

あ
る
か
な
い
か
の
実
証
実
験
と
思
っ
て
、
い
つ
も
と
違
っ
た
方
法
で

…
…
、
蝉
が
民
民
と
鳴
い
て
い
る
。

大
江
町
長
　
渡
邉 

兵
吾

町長町長町長
ColumnColumn

　秋に大江町に移住してきて、冬を越し春を迎
え、そして夏になりました。楽しみにしていた水郷
大江夏まつり灯ろう流し花火大会では、浴衣を着
て綺麗な花火を間近で見ることができて感動しまし
た。また、左澤中央通り商店街の青竹ちょうちんも
とても綺麗でした。
　７月から「和日和～のどかびより～」を始めまし

た！　これまでの活動や日々の生活の中での発見などを
お伝えできる

よう、毎月１回発行し回覧板に入れていただいています
。大江町まち

なか交流館ＡＴＥＲＡにはカラー版も置いていますので
、ぜひ見に来

てください。まだまだ発見できていない町の魅力もたく
さんあるので

教えていただきたいです。よろしくお願いします！
地域おこし協力隊　須藤　和 ▲�「和日和」始めました。ぜひご覧ください！

※�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
ご
希
望
の
方
は
、
毎
月
20
日（
必
着
）ま
で

　
役
場
総
務
課
に
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
　
短
　
歌
　
●

早
朝
に
散
歩
し
て
見
る
稲
穂
に
は
そ
っ
と
手
を
触
る
感
謝
の
気
持

松
田　
　

馥

ポ
ケ
モ
ン
ゴ
ー
日
は
傾
き
て
涼
な
り
し
二
時
間
程
の
ポ
ケ
活
楽
し
き

佐
竹
磨
砂
湖

巨
海
院
に
直
次
夫
妻
の
墓
ふ
た
つ
訪
ふ
人
も
な
く
か
た
ぶ
き
て
を
り　

柳
川　

次
郎

帰
省
子
を
迎
え
る
山
河
寺
社
田
畑
野
菜
果
実
両
親
先
祖　
　

山
家　

重
之

夏
草
は
繁
茂
し
て
廃
屋
を
覆
い
杉
の
天
辺
ま
で
つ
る
か
ず
ら

菊
地
つ
ね
よ

朝
日
浴
び
ブ
ル
ー
べ
リ
摘
み
し
妻
の
影
柔
か
き
手
に
我
に
届
け
し

佐
竹　

與
鼓

念
仏
を
と
な
へ
し
み
じ
み
想
ひ
出
す
妻
と
二
人
の
巡
礼
の
旅

斎
藤　

徳
治

●
　
俳
　
句
　
●

夏
空
に
商
い
六
十
年
記
念
花
火　
　
　
　
　

鴨
田
富
士
夫

涼
風
や
ひ
と
り
巡
礼
法
界
寺　
　
　
　
　
　

柳
川　

次
郎

は
る
か
な
る
空
に
く
だ
く
る
花
火
か
な　
　

松
田　
　

馥

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
映
え
る
夕
日
に
夏
惜
し
む　

阿
部　

一
風

帰
省
子
が
眠
り
に
落
ち
る
仏
間
か
な　
　
　

山
家　

重
之

天
国
の
妻
に
も
似
た
り
夏
の
雲　
　
　
　
　

斎
藤　

徳
治

自
ら
の
遺
影
選
別
熱
帯
夜　
　
　
　
　
　
　

熊
谷　
　

勉

一
枚
の
闇
深
々
と
虫
の
声　
　
　
　
　
　
　

舟
山　

三
男

赤
屋
根
の
を
ち
こ
ち
剥
げ
る
残
暑
か
な　
　

伊
藤　

啓
泉
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大江女声コーラス
代表：佐藤由美子さん（８区）

▲�今年３月に開かれた「ひなまつりコンサー
ト」での合唱披露

▲大江女声コーラスの皆さん

　大江女声コーラスは、昭和50年に婦人会の
趣味の教室として「大江ママさんコーラス」の
名で発足しました。以来45年間、町内の多く
のお母さん方が集まり、コーラスを楽しむ会と
して活動し続けています。
　現在の会員数は18名。阿部静子先生の指
導、鈴木由美子先生の伴奏により、中央公民館
で月２回練習をおこなっています。練習の成果
は、町の文化祭やひなまつりコンサート、県の
女声コーラス交歓会などで披露。その磨かれた
ハーモニーと美声を聴くことができます。
　女声合唱に興味のある方、いつでも入会を歓
迎しています。

　短期大学を卒業後、今年４月から天童

市内の医療機器などの製造会社に勤務し

ている秋葉さん。幼いころから心臓の病

気を患っていたため、医療機器を作る仕

事に漠然と興味を持っていたそうです。

「専門用語や慣れない操作が多くて、覚

えることもたくさんありますが、より早

く正確に作業するために改善していく過

程は、充実した時間でもあります」

　中学、高校と卓球部に所属していた秋

葉さんは、高校で出会った先生に基本か

ら丁寧に教わり、徐々にできるようにな

っていく喜びを体感したといいます。

　秋葉さんにとって高校時代のもう一つ

の大きな出会いが、先輩からプレゼント

されて始めたというギターです。憧れの

ミュージシャンの曲を弾けるようになる

ため、今も忙しい合間を縫って練習中。

「仕事でも趣味でも、少しずつ上達して

いくのが実感できると嬉しいですね。い

つか友人や家族の前でギターを披露し

て、一緒に盛り上がれたらいいなと思っ

ています」

今
日
よ
り
明
日
は
も
っ
と
先
へ

　
秋
葉　
一
佳
さ
ん　
（
20
歳
・
７
区
）
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広報おおえ縮刷版第３巻(税込4,000円)は好評発売中です！

※お問い合わせは、総務課情報システム係☎（62）2187まで

６
月
５
日
の
ひ
ょ
う
被
害
に
対
す
る 

県
補
助
の
実
施
に
つ
い
て

　
６
月
５
日
の
降
ひ
ょ
う
に
よ
る
農
作
物

へ
の
被
害
に
対
し
、
県
で
は
被
害
の
あ
っ

た
作
物
に
対
す
る
防
除
の
た
め
の
農
薬
に

つ
い
て
、
補
助
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
の
申
請
手
続
き
の
た

め
、
補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の
要
領

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
者
／
個
人
で
出
荷
し
て
い
る
販
売

農
家

※
Ｊ
Ａ
な
ど
の
団
体
に
所
属
し
て
い
る
方

は
団
体
で
取
り
ま
と
め
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
経
費
／
６
月
５
日
の
降
ひ
ょ
う
で

新
た
に
防
除
の
た
め
に
必
要
と
な
っ
た
農

薬
の
購
入
に
要
す
る
経
費
の
３
分
の
１

※
経
費
の
上
限
は
10
ア
ー
ル
あ
た
り
果
樹

２
９
８
０
円
、
野
菜
１
４
０
０
円

◆
対
象
要
件
／
①
防
除
の
時
期
…
被
害
後

す
み
や
か
に
（
約
１
カ
月
以
内
）
、
②
薬

剤
の
種
類
…
殺
菌
剤
で
防
除
（
暦
な
ど
に

記
載
の
あ
る
も
の
）
、
③
防
除
回
数
…
１

回
限
り

◆
申
込
方
法
／
９
月
27
日(

金)

ま
で
に
、

氏
名
住
所
お
よ
び
作
物
の
種
類
と
面
積
、

薬
剤
の
数
量
お
よ
び
金
額
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
（
正
式
な
申
請
に
向
け
農
薬
の
納

品
書
、
領
収
書
を
保
管
く
だ
さ
い
）

問
農
林
課
農
政
係
☎(

６
２)

２
１
１
５

大
江
町
各
種
技
能
全
国
大
会
等 

出
場
激
励
金
の
ご
案
内

　
技
術
者
育
成
・
技
能
継
承
を
推
進
し
、

町
内
商
工
業
の
持
続
的
発
展
を
支
援
す
る

た
め
、
激
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
交
付
対
象
者
／
技
能
五
輪
全
国
大
会
や

全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
全
国
大
会

な
ど
に
出
場
す
る
出
場
者
お
よ
び
出
場
者

を
雇
用
す
る
事
業
所
な
ど

◆
交
付
金
額
／

①
全
国
大
会
…
個
人
１
万
円
、
団
体
２
万

円
、
事
業
所
な
ど
５
万
円

②
国
際
大
会
…
個
人
３
万
円
、
団
体
５
万

円
、
事
業
所
な
ど
10
万
円　
　
　
　
　

◆
申
請
／
大
会
出
場
前
に
交
付
申
請
書
と

必
要
書
類
を
政
策
推
進
課
へ
提
出

※
申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
ま
た
は
担
当
課
で
受

け
取
れ
ま
す
。

※
激
励
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
方
は
、

大
会
終
了
後
成
績
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
交
付
要
件
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
政
策
推
進
課
起
業
推
進
係

☎(

６
２)

２
１
３
９

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム 

市
町
村
応
援
デ
ー
の
ご
案
内

　
９
月
29
日(

日)

に
お
こ
な
わ
れ
る
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
第
34
節
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

戦
は
、
大
江
町
応
援
デ
ー
と
な
り
ま
す
。

町
内
在
勤
・
在
住
の
方
は
、
バ
ッ
ク
ス
タ

ン
ド
当
日
券
一
般
３
１
０
０
円
を
半
額
以

下
の
１
５
０
０
円
で
購
入
で
き
ま
す
。

◆
販
売
場
所
／
体
育
セ
ン
タ
ー

◆
販
売
時
間
／
９
時
～
21
時
（
た
だ
し
、

休
館
日
の
第
２
、
第
４
月
曜
日
は
除
く
）

◆
販
売
期
間
／
９
月
28
日(

土)

ま
で

◆
購
入
に
必
要
な
も
の
／
自
動
車
運
転
免

許
証
な
ど
住
所
を
確
認
で
き
る
も
の
、
社

員
証
な
ど
町
内
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と
が

証
明
で
き
る
も
の

※
試
合
当
日
も
ス
タ
ジ
ア
ム
の
当
日
券
売

り
場
に
て
１
５
０
０
円
で
購
入
で
き
ま
す
。

※
県
内
の
小
中
高
校
生
は
無
料
で
試
合
観

戦
が
で
き
ま
す
（
ホ
ー
ム
自
由
席
、
バ
ッ

ク
ス
タ
ン
ド
自
由
席
の
み
）。

問
教
育
文
化
課
体
育
振
興
係

☎(

６
２)

３
６
６
３

令
和
元
年
度
村
山
地
域
森
の
感
謝
祭 

参
加
者
募
集

◆
日
時
／
９
月
28
日(

土)

10
時
～
13
時

◆
会
場
／
秋
葉
山
交
遊
館
多
目
的
広
場

（
朝
日
町
大
字
大
谷
）

問…お問い合わせ・お申し込み先�

　第３回大江町議会定例会が、９月27
日(金)から開催される予定です。町議会
議員選挙後、初めての議会となります。
　傍聴を希望する方は、議会事務局（役
場３階）で受け付けます（定員30名、
先着順）。
　また、議会中継は、スマートフォンや
タブレット型端末、ご家庭のパソコンか
らインターネットを通じてご覧いただく
ことができます。日程などの詳しい内容
については、お問い合わせください。
問議会事務局☎(６２)２２２８

令和元年第３回
大江町議会定例会

令和元年９月号・14



　町では、新規学卒者
などの町内就労および町
内定住の促進を目的とし、
町内事業所へ就労した場
合に助成金を交付します。
◆�新規学卒者等／平成
28年３月から平成31
年３月までの間に中学
校、高校、高等専門学校、短期大学、大
学、大学院、専修学校、公共職業能力開
発施設（訓練期間が２年以上のもの）な
どを卒業した方
◆�対象者／町内に住所を有し、学校などを
卒業して３年以内に町内事業所に就労し
た新規学卒者等（就労してから６カ月が
経過していること）
◆助成金額／１人10万円
◆申請書／町ホームページからダウンロー
ド、または政策推進課で交付
◆申請受付期間／10月１日(火)～31日(木)
◆交付時期／12月予定
問政策推進課起業推進係☎(６２)２１３９

◆
参
加
費
／
無
料

◆
主
な
内
容
／
◎
角
田
流
大
谷
獅
子
踊
り

に
よ
る
演
舞
、
◎
森
づ
く
り
活
動
（
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
の
植
栽
、
事
前
申
込
が
必
要
）
、

◎
緑
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
先
着
２
０
０
名
）
、

◎
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

問
村
山
地
域
森
の
感
謝
祭
実
行
委
員
会
事

務
局
（
村
山
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
内
）

☎
０
２
３(

６
２
１)
８
２
４
８

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
の 

ご
案
内

　
税
務
署
で
は
、
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
説

今月の納税　納期限９月30日（月）　お忘れなく！
国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料(普通徴収　第３期)

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◆
開
催
日
／
９
月
27
日(

金)

、
10
月
30
日

(

水)

、
11
月
29
日(

金)

、
12
月
20
日(

金)

◆
時
間
／
①
10
時
～
11
時
、
②
14
時
～
15

時
（
説
明
内
容
は
同
一
で
す
）

◆
会
場
／
寒
河
江
税
務
署
大
会
議
室
（
寒

河
江
市
中
央
）

※
駐
車
場
は
利
用
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
電
話
で
「
事

前
登
録
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
寒
河
江
税
務
署
☎(

８
６)

２
２
４
４

朝
少
フ
ェ
ス
タ
「
こ
ど
も
屋
台
」
に 

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

　
子
ど
も
た
ち
が
お
祭
り
屋
台
を
出
店
す

る
朝
少
フ
ェ
ス
タ
に
、
大
江
町
の
皆
さ
ん

を
ご
招
待
し
ま
す
。
事
前
に
電
話
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
28
日(

土)

16
時
～
17
時
半

◆
会
場
／
朝
日
少
年
自
然
の
家
体
育
館

◆
対
象
者
／
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も

◆
チ
ケ
ッ
ト
／
「
食
べ
物
屋
台
」
な
ど
全

10
カ
所
を
回
れ
る
チ
ケ
ッ
ト
を
、
当
日
受

付
で
千
円
で
販
売

※
当
日
返
金
は
で
き
か
ね
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
ご
家
族
で
シ
ェ
ア
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

◆
申
込
期
限
／
９
月
18
日(

水)

問
山
形
県
朝
日
少
年
自
然
の
家

（
指
定
管
理
者
・
株
式
会
社
ヤ
マ
コ
ー
）

☎(

６
２)

４
１
２
５

ご登録は
こちらから↓

メール配信
サ ー ビ ス

大
江
中
学
校
体
育
館
で
先
日
開
か
れ
た

「
寒
河
江
西
村
山
地
区
少
年
の
主
張
大

会
」。
ス
ピ
ー
チ
を
聴
く
機
会
は
久
し
く
無

か
っ
た
の
で
、
写
真
を
撮
り
つ
つ
じ
っ
と
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
西
村
山
地
区

各
市
町
か
ら
集
ま
っ
た
「
中
学
生
弁
士
」
の

表
現
力
の
豊
か
さ
に
感
嘆
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
は
音
楽
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
思
え
て
き
た
の
で
す
。

　
声
の
強
弱
の
付
け
方
は
、
楽
譜
で
い
う
と

こ
ろ
の
「
フ
ォ
ル
テ
」
や
「
ピ
ア
ノ
」
な
ど

の
強
弱
記
号
、
話
す
速
さ
は
テ
ン
ポ
記
号
に

置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
や
や
沈
ん
だ
声
音
で
、

一
転
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
決
意
を
述
べ
る
部

分
で
は
明
る
く
張
り
の
あ
る
声
で
―
―
場
面

ご
と
の
こ
う
し
た
変
化
の
付
け
方
は
、
交
響

曲
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
で
は

特
に
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
冒
頭
に

大
き
な
声
で
印
象
的
な
言
葉
を
投
げ
か
け
る

ス
タ
イ
ル
は
、
輝
か
し
い
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

で
始
ま
る
楽
曲
を
連
想
さ
せ
ま
す
。

　
発
表
し
た
皆
さ
ん
の
語
り
口
の
多
様
さ
は
、

ま
さ
に
「
十
人
十
色
」
の
好
例
と
い
う
べ
き

も
の
。
何
よ
り
、
実
際
の
体
験
を
も
と
に
自

分
の
言
葉
で
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
聴
く

人
の
胸
を
打
ち
ま
す
。
私
た
ち
が
見
落
と
し

が
ち
な
、
一
見
些
細
に
思
え
る
こ
と
で
も
、

そ
こ
に
は
得
難
い
宝
物
が
隠
れ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
―
―
十
代

の
弁
士
た
ち
が
奏
で

る
「
音
楽
」
は
、
私

た
ち
に
と
っ
て
も
忘

れ
か
け
て
い
た
も
の

へ
の
「
気
付
き
」
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

（
伊
藤
智
治
）

大江町新規学卒者等
町内就労促進助成金

のご案内

編
集
後記

15・広報おおえ

町の情報を
お届けします



★�皆さんの想い出の詰まった「宝物」はありませんか？
　懐かしい写真、長年愛用している道具、旅先で購入した記念
　の品など、なんでも結構です。
　総務課情報システム係☎(62)2187まで、ぜひお知らせください。

戸籍のまど
７月21日～８月20日大江町受付分

区　名　  　  氏　名　　年齢
９　 区
９　 区
蛍　 水
道　 海
市 の 沢
荻　 野

原
９　 区
藤　 田
市 の 沢
木 の 沢

峯田きさ江
渡辺　豊松
大波　美賀
鈴木市之進
清野　礼子
鈴 木 　 實
松田　勝美
兼子たつの
佐藤　厚代
木村仙之助
小林マツヨ

（97）
（87）
（51）
（84）
（87）
（87）
（77）
（95）
（88）
（90）
（83）

お誕生おめでとう

富　沢　柏倉　健
けん

人
と

　男　哲郎・千章

橋　上　柏倉　千
ち

景
かげ

　男　元気・美野

小　釿　髙村　　光
こう

　男　智志・陽子

区　名　   氏　名　  性別  父母名

ご冥福を祈ります

ご結婚おめでとう

  区名・出身地名　　　　 氏　 名
　深 　 沢　　　鈴 木　 貴 之
　深 　 沢　　　菊 地　　  遥
　山　  崎　　　佐 藤　 勇 一
　寒河江市　　　高 野　 紅 子
　山　  崎　　　松 田　　  隆
　寒河江市　　　安 達　 美 樹

（
（
（

※掲載を希望しない場合は、
　届け出の際にお申し出ください。

人口と世帯（前月比）
町の人口　8,082人（−20）

　　　男　4,035人（−14）

　　　女　4,047人（−６）

世 帯 数　2,895戸（−９）

令和元年９月１日現在

令
和
元
年
９
月
号（
№
703）

201９年
９
月
10日

発
行

編
集
・
発
行
／
大
江
町
役
場
総
務
課

印
刷
・
製
本
／
㈱
若
月
印
刷

山
形
県
西
村
山
郡
大
江
町
大
字
左
沢
882-1

http://www.town.oe.yam
agata.jp/　

E-m
ail:info@

town.oe.yam
agata.jp

　子どものころ、姉の義父が尺八を聞かせてくれたことがあ
ります。その音色に子どもながらに何ともいえない感動を覚
え、自分でも尺八が欲しいと思うようになりました。そこで、
親戚から竹を一本もらってきて、なたで尺八と同じ長さに切
り、火箸で穴をあけて尺八を自作しました。吹いてみたらちゃ
んと音が鳴ったので、姉の義父に見せたところ「そんなに好
きだったら」と、歌口（吹き口）の壊れた尺八を譲ってくれ
ました。
　自分で尺八を買ったのは、その後建設会社で働くように
なってからのことです。半年分の給料のほとんどを、この楽
器のために使いました。あれから 50年以上経ちましたが、
今でもずっと愛用しています。　　　　　（若原　渡邉桃志）

▲�愛用の尺八を奏でる
渡邉さん

◀�渡邉さんが使用して
いる尺八と篠笛（し
のぶえ）。尺八はそ
れぞれ３寸ずつ長さ
が異なっていて、長
いほど低い音になり
ます。民謡の伴奏の
際は、歌い手の声域
に合わせて長さの違
う楽器を使い分けて
いるそうです。篠笛
も、長さによって異
なる「調」の音にな
ります

▲�渡邉さんが最初に購入した尺八。50年以上
も素晴らしい音色を響かせ続けています


